


そこでこの力持石そのものを観察してみると、以下

のような特徴を有していることに気が付きます。

a 黒色の告然石だが、表面がつるつるであること。

b I麦なり戸の形状を呈し、最大長約72cm、最大幅

約39cmを測ること。

c 嘉平氏によれば重さは32買で米 2俵分の約120

kgはあるということ@。

これらの 3つの特徴⑦のうち、 aとbはこの石を持

ち上げようとする人が遺'憾なく力を発揮するために必

要な特徴でありますが、ここで最も重要なのは cの特

徴がもっ意味であると思われます。と言うのも cの32

賓という力持石の重さは、人力ではどうしても持ち上

げることのできない重さではなく、そうかと言ってそ

う簡単には持ち l二げることのできない重さでもある。

つまりこの重さは力自慢の人ならあるいは持ち上げる

ことができるかも知れないという、ちょうど良い重さ

であり、ここにこの力持石の力持石としての「妙味j

が存在したものと思われます。そして実際にこの石が

力持石として存在していたということから、過去には

これを持ち上げられるような力自慢が、少なからず存

在したということがうかがわれますペ

3.力持石の時代

ところで宮本常一氏が昭和31年(1956) に、愛知県

北設楽郡設楽町において採録した[名倉談義J@中につ

ぎのような会話があります。それは当時いずれも70才

以上の老人達 4人が、自分が経験してきた農村生活の

実際を座談会風に語ったものです。彼等は明治十年代

生まれであることから、嘉平氏よりはやや年長の人達

でありますが、大東町の力持器が力持石としての妙味

を発揮していた時代の状況をうかがい知るうえで、少

なからず参考となると忠われます。

※ 

「背はまァ、うまくないものを食うて、ょう働きまし

た。私の亭主は朝おきてから夜ねるまで草鞍をぬいだ

ことカぎなかった。...J 

f…百姓仕事の中で一ばんえらかったのは田打ちで

ありました。わしら一日に一反うった。…j

f田うちはユイでやりました。一人ではとてもうてる

ものではない。それで元気なものがならんでうちます。

…たいてい八人くらいならんでうちます。金平さんは

働きもんで、六株ずつおこしていく。わしら四株うっ

てもなかなかついて行けなかった。それで時々ごまか

したもんです。それでも一日中荒おこしをすると手に

まめが二十五も出た。それからタコになる。j

「わしゃ働きましたのう。昔の備中は穂先が長くてー

尺ニ寸、目方も八百日という大きなもんでした。柄を

つけて一貫呂はあった。それを朝から娩までふるう。

わしゃァ備i宇一本で一時-四反つくった。j

談笑する宮尾嘉平氏

力持忘の重量測定風景

4.力持石の意義

大東町の力持芯の存在は嘉平氏より-ttt代のちの人

達、すなわち現在60才代の人達の脳裏からもすでにほ

とんど忘れ去られようとしています。それは扇風機や

クーラーが登場し、また夕暮れ時の娯楽が多様化した

からというばかりでなく、もはやこの石を持ち上げら

れるような力の持ち主が、この集落内にはいなくなっ

たということも、大いに関係があるのではないでしょ
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